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点、をおいているが胃腸レントゲン件数は 568件，胃
カメラ件数は 179件である。
その他最近 10カ月聞に入院した胃癌 16例中珍し
い症例(重複癌など) 3例を供覧した。
9. 十二指腸乳頭部腫蕩の 2例
多古中央病院 O常泉吉朗
西沢英三郎
東紀男
我々は 72才と 73才の高令の男子で，十二指腸乳
頭部腫蕩の患者を手術致しました。内 1例は繊維腫
でありました。 2例とも高度の黄症があり，姑息的
に総胆管十二指腸吻合術を施行しましたが，術後一
時的に非常に経過良好で，梓液も小梓管よりの排出
を期待される状態でありましたが，結局第 1例は栄
養失調と全身浮腫による心衰弱，第 2例は胃機能不
全と考えられる状態で死亡しました。 
いずれも高令の患者であった為，手術も消極的に
すぎた点がありましたが，出来得れば二次的に乳頭
部切除を施行すべきであったと考えます。
10. !m急性硬膜外血腫の 1治験例
長野県立須坂病院 
O各務正陣，森川不二男，
熊谷信夫，菅谷健彦
携帯型超音波診断装置を用い  Echo-encephalo圃
graphy により診断し得7こ亜台性頭蓋内血腫を形成
的関頭術iとより治癒せしめた 1例を経験した。
本症例は臨床的には単に軽度の意識障害を主症状
としたに留り，頭蓋内血腫を疑わしめる脳神経症状
を全く認めず， Echo-encephalographyが手術適応
及びその場合の血腫存在側の判定に対し有力な補助
診断となった。
10.の追加 急性硬膜外・下血腫・脳挫傷による
脳浮腫・右天幕切痕内最入を伴う右頭蓋骨々
折の 1治験例
j市川市菊池  厚
患者は 10才の男子。昭和 40年 10月 17日，警報
付無人遮断機なし踏切を自転車にて横断中，電車l乙
はねられ，全身打撲，仮死の状態にて来院，右頭蓋 
骨々折，右頭蓋内出血にて骨形成的関頭術施行，表
題の如く診断確定，約 3週間，昏睡，半昏睡，意識
混潤第 3度移行，覚醒，現在 38日自にして，軽度の
性格変化を呈し，当初より寄在せる右上眼験下垂回
復，また左上肢麻再回復，右及び左下肢麻痔回復，
軽度の左顔面神経麻痔，左下肢の軽度の筋萎縮，左
足関節の機能障害あり，目下マツサー汐，其の他の
加療を入院継続中のー症例を追加発表した。 
11.我々の行なったX線操作キモグラフ
長野県立阿南病院	 O朝岡威親
荒木武雄
原田経国  
(欠席〉
12.肝静脈造影法について
深谷日赤病院	 0松山迫也
篠原治人
田中 勝
肝腫療の診断の一助として肝静脈造影法をとりあ
げ，検討してみた。
方法右大伏在静脈より，クールナンド氏カテー
テノレ No.9を挿入し，腸骨静脈，下大静脈を経て，
肝静脈へ到達させる。その際，横隔膜静脈，腎静脈 
へ挿入しない様注意が必要である。肝静脈へ挿入し
たら， 76%ウログラフィン 20ccを急速に注入し，
撮影する。
対象 当院に入院せる，胃癌 10例，食道癌 1例，
直腸癌  1例，肺癌 1例，肝硬変  1例，計 14例であ
る。 
結果 14例中，造影不成功例 2例，造影成功率  
85.7%である。開腹時，肝に小指頭大の転移 3個を
認めた症例があったが，造影では発見できなかっ
た。 1例肝腫蕩をうたがわせる所見を得たが，開腹
して確かめ得なかった。肝硬変症では肝静脈細枝
に，虫のくった様な，ちぢれのある所見を得た。
結語本法は比較的簡単に実施でき，副作用も少
ない。肝腫療，肝硬変に対し，診断的価値のある方 
法と思われる。
13.当院における輸血後の肝機能調査について
成田赤十字病院 
O小林富久，渡辺進，
田沢敏夫，上野仁，
徳山輝男
成田赤十字病院にて昭和 39年 6月 1日より， 40 
年 6月 30日までに輸血をうけた患者について輪血
前後の肝機能調査を行った。
すなわち肝炎の発生について献血と売血とでどの
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程度差があるか，また肝炎の発生時期，輸血量及び
血液型との関係について調査した。ここで肝炎とは 
SGOT，GPTいずれかが 60単位以上を示したもの
とした。 1)肝炎発生頻度，調査対象 94例中献血 70
例，売血 11例，混合 13例であり，このうち肝炎は
献血 9例(12.9%)，売血 4例 (36.4%)，混合例は 5
例 (38.5%)で売血，混合例とも献血例の 3倍であ
る。z)黄痘発生頻度，献血 70例中 2例 (2.9%)，
売血 11例中 1例 (9.1%)で、あった。 3)肝炎発病時
期，肝炎 18例中 15例 (83.3%)が初回輸血後 4'"'-'10 
週で発病している。しかし黄症例は遷延を示し 3例
中2例が 18週後に発病している。 4)輸血量との関
係， 2，000 cc以内では有意の差は認めないが， 2，200 
cc以上使用した例では 9例中 5例 (55.6%)の高率
である。 
5)血液型との関係 A型は 29例中 2例 (6.9%)
で最も肝炎の発生少なく， B型 20例中 4例 (20.0
%うで ζれに次ぎ，以下O型 33例中 8例 (24.2%)， 
AB型 12例中 4例 (33.3%)でAB型に最も多かつ 
7こ。 
14. Candidaを伴った膿気胸の 1例
栃木県厚生連塩谷病院外科 
0海保 允
彦坂泰治
近年化学療法の発達と共lζ身体の深部氏起こる真
菌症が注目され，特に肺カンジダ症についての報告
が多数見られるようになりました。私どもは最近 
Candida albicans を伴った Pyo-Pneumothorax 
の 1例を経験しましたので報告します。
患者は 60才の農夫で生来頑健であったととろ，
本年9月 1日頃突然発熱，咳，瑞鳴が現われて，次
第に呼吸困難となってまいりました。 9月11日に当
院内科を訪れ，胸部レ線写真と胸腔穿刺により右側 
膿気胸と診断され，臨床検査の結果膿中に濃厚な
Candida albicans とグラム陰性の短梓菌を認めま
した。 18日間の持続吸引と抗生剤の投与により症状
は著しく好転し，また肺は第 4肋骨の高さまで再膨
張致しました。ところが胸腔内が常時陰圧を保つよ
うになると同時に胸腔内液中のカンツダ及び短梓菌
は検出きれなくなりました。しかし曙疾中にはまだ 
カンツダが認められましたので Squibの Fungison 
を使用しました。
カンツダはブドウ球菌や連鎖球菌等とかなり強い
拾抗関係にあるとされて居りますので， この症例は
当初の抗生剤投与による菌交代現象の結果カンジダ
の増殖を起し，肺が膨張して胸腔内が陰圧となるや
カンジダが死滅したものと考えられます。 
15.当院に於ける腸重積症例の検討
君津中央病院	 O唐木清
川野元茂
藤田昌宏
最近 5年聞に当院に於いて経験した乳幼児急性回
盲部腸重積症 18例について統計的観察を試みた。
そして私どもは，本症に対してまず Ba注腸によ
る整復術を試み，	 18例中 6例は本法によって治癒せ
しめ得た。 
Ba注腸にて整復困難なものは，乙れに固執せず
に速に観血的整復術に切り換え施行した。
この際出来得る限り腸切除術を避けた。
第 3 f乙術前輸液を十分に施行した。
以上により，軽症例が多いためもあるが， 18例中 
1例死亡，死亡率 5.6%と良き治療成績が得られた。 
16. ショック死の 2例 
国吉病院	 O明石泰雄
尾本芳次
玉川勝郎 
17.乳癌の診断
0西川義明
コ好武美
李元琳
早期癌発見の啓蒙普及に伴い外来を訪れる乳腺疾
患々者は年々増加している。
乳腺は表在臓器であり他の臓器癌に比し早期発見
の可能性が多いと思われるにも拘らず依然として
50%前後の治癒率に止まっている。したがって治療
成績向上の為に術式その他各種治療法を検討するよ 
りむしろ早期発見率を高めるべきと考える。この際
問題になるのは症例の多い乳腺症との鑑別である。
乙の目的の為に教室で行なっている routineの検
査法は超音波検査，単純乳腺撮影法， 32p摂取率及
び細胞診等であり，前3者の診断成績はそれぞれ，
65.8%，82.1%及び 71.4%であり，綜合診断率は
90.5%である。
今後更に方法の改善，判読の習熟児努めると共
に，繰り返し検査を行ない Screening用として役
立てるならば一層よい診断率を得る事が出来ると考
